
１.「念ずれば花開く」
私自身の教員採用試験での経験から、「何事も勝負をする
前から負けの気持ちが少しでもあれば絶対に勝てない」
ということが分かった。要は人がどうのとか、競争率が
どうのとかではなく、自分が教員になる値打ちがあるか
どうかが勝負だと本当に思い、このことから「念ずれば
花開く」が私の座右の銘となった。

２.「話す」と「語る」を使い分ける力を身に付ける
「話す」という字は、心に思ったことを“音（おと）”に
出して表現し、さらに勢いを表す“舌”が付くので「勢
いよく話す」こと。「語る」は、五の口だから“五感”、
つまり自分のすべての感覚を研ぎ澄ませて音に出すこと。
この二つをいろいろな場面で使い分ける力を身に付けて
ほしい。

３.「理性」と「感性」
理性と感性を研ぎ澄ませて、人の心に向かっていかなけ
ればならない。例えばいじめにおける理性と感性で考え
ると、理性はいじめをしてはいけない、愚かなことだか
らいじめはしてはいけない、という分かり切ったこと。
では感性とは何かと言えば、いじめられる側の痛み、悔
しさ、怒りなどの心を分かろうとする力のこと。理性と
感性、この二つをいろんなことに当てはめて考えてみて
ほしい。

４.本当の「優しさ」を持とう
「優しさ」という文字は人の横に憂（うれ）いが立っている。
武田鉄矢の「贈る言葉」という歌の歌詞に「人に優しい
というのは、人の悲しみをたくさん知っている人」とい
う意味の歌詞がある。本当の優しさとは厳しさでもあり、
その人のことを思う気持ちが強い人が本当に優しい人だ
と思う。リーダーとして仲間を怒り、しかる場面が出て
くるが、それには勇気がいる。怒った相手から距離を空
けられてしまうことへの自分の怖さがある。だけど、リ
ーダーとして絶対に避けたらいけない。その人のことを
考えて本気でぶつかって行ったら、必ずリーダーがなぜ
しかっているかの心が伝わる。

５.財は人
人との出会いが私を成長させてくれ、今の私をつくって
いる。私の財産は何かと聞かれたら「財は人なり」と答
える。そんな出会いをたくさんしてほしい。

天理大学のOBでもある国立曽
そ に

爾青少年自然の家
次長の上田薫さんが、リーダーズキャンプでリー
ダーたちに贈った「真のリーダーになるための５
つの言葉」。はばたきの読者にも紹介しよう。

国立曽爾青少年自然の家次長

上田　薫さん

リーダーに贈る

５つの言葉

信頼されるには、リーダー
がメンバー一人一人を信頼
することが大切。
北
きたじま
嶋里

り な
菜（外国語学科３年・フォーク

ソング同好会副会長）

先生方の講話を聞いて、班ごと
に自分たちの考えを劇にして考
え方の交換ができた。私の考え
るリーダー像は、互いを思いや
り、信頼し合え、言動に責任を
しっかり持てる人。
山
やまさき
﨑麻
あさみ
未（歴史文化学科３年・弓道部次期女

子責任者）

「天理大学」のリーダーとして求め
られるものは、常に自分だけの力
じゃなく、みんなの力、神様の力
があって今の自分があるというこ
とを自覚していること。
磯
いそだ
田和
かずまさ
祐（体育学科４年・空手部）

リーダーって分かっていたつも
りだったが、このキャンプを通
して、みんなをよく理解し、決
断力がなければ本当のリーダー
がつとまらないことが分かっ
た。
西
にしお
尾享
きょうすけ
祐（体育学科４年・柔道部副主将）

周りに尊敬できる人たちがこん
なにいるという環境に感謝。他
を尊重して自分を信じ自信を持
つという“他尊自信”の精神が
大切なのかなと感じた。
川
かわの
野良
りょうた
太（体育学科４年・3班班付き）

相手の気持ちを思い、分かり、考え、
そして甘くするだけが優しさでは
なく、厳しくすることもその人の
ためになるということを学んだ。
藤
ふじた
田美

み ほ
穂（国文学国語学科３年・フォークソング

同好会会計）

人とのコミュニケーションの「楽しさ」を学び、
天理大学は素晴らしい人の集まりだと実感した。
横
よこお
尾夕
ゆうか
夏（体育学科３年・女子ハンドボール部）

初めて会う仲間と3日間、同
じテーマに向かって話し合っ
て、良い環境を共有できた。
笹
ささの
野和
かずき
紀（体育学科３年・サッカー部）
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リーダーを育てる伝統の「リーダーズキャンプ」
49年もの間脈々と受け継がれる「天理の誇り」
真の天理のリーダーを目指す参加者のひと言！

会場の国立曽爾青少年自然の家

天理大学の校歌を練習。
愛校心がまずリーダーの第一歩

顔合わせの班別ミーティング

ゲームでアイスブレーキング

リーダーとは？いろいろな人の話を
聞いて考えを広める

楽しい食事タイム。ここでも交流
の輪が広がっていく

いよいよ3日間の成果を発表。各
班が考えるリーダー論の発表だ

「リーダーとは？」班ごとに意見を
まとめて発表の準備

「リーダーズキャンプ」とは、文化・体育両総部
に所属する各団体および学科会、同好会、学寮の
リーダーが 2泊 3日にわたり生活を共にして、
分科会や講演、各班での交流を通じて天理大学の
学生団体のリーダーとしての資質向上を図り、相
互の親睦を深める伝統の行事で、今回で49回を
数える。今年は 2月 9日から 11日まで国立曽
爾青少年自然の家で開催され、スタッフを含む約
250人が参加した。

自分から求めること
や楽しくなるように
周りを見ることの大
切さを学んだ。
仙
せんだ
田　亮

りょう
（国文学国語学科４

年・杣之内北寮）

仲間との信頼関
係を築くこと、
責任感を持つこ
と、優しさが必
要だと学んだ。
山
やます
巣紀

き よ か
代香（人間関係

学科３年・軽音楽部アル
スジャズオーケストラ）

自分の弱さや強さを
知ることができたし、
人の大切さ重みを深
く感じました。
山
やまぐちともゆき
口朋之（人間関係学科3年・

硬式テニス部副キャプテン）

人の話をたくさん聞いて、自分
を見直すことができ、一層リー
ダーとしての自覚が養われた。
加
かとう
藤史
ふみのり
典（ヨーロッパ・アメリカ学科４年・硬

式野球部）

3つの柱をチームに置き換える
と次のようになる。国際性＝協
調性、宗教性＝伝統、貢献性＝
相手を思いやる。このようなこ
とを重んじられるリーダー。
玉
たまうら
浦未

み く
来（ヨーロッパ・アメリカ学科４年・

女子バスケットボール部主務）

自分の生かせる部分、得意な部
分を発揮し、他を巻き込んでお
互いに高め合っていくことがで
きる存在。
片
かただ
田教
きょうへい
平（人間関係学科3年・人間関係学科

会三矢会）

いろんな部や会のリーダー
との交流を通して、自分の
中にあったリーダー像に他
のリーダー像を組み合わせ
ることができた。
中
なかもと
本充
みつあき
昭（人間関係学科３年・競技ダ

ンス副部長）

「互いを尊重」「理解力」
「統率力」だと思う。
服
はっとり
部求

く み こ
実子（体育学科４年・ソフ

トテニス）

いろいろな話を聞き、リーダーの
形は決まってないと思った。他の
リーダーの良いところなどを見た
り感じたりして学び、リーダーと
しての自覚が強くなった。リーダ
ーがいなくても大丈夫と言っても
らえるような関係を作れるのが理
想のリーダー像。
竹
たけべ
部一
かずき
輝（体育学科４年・ホッケー部男子部副主将）
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これが

のリーダーだ！

Tenri
University

特集「リーダーズキャンプ」とは 第49回
リーダーズキャンプ

受け継がれる
「天理の誇り」Tenri

University


